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第２章 安全で安心できる生活環境の保全 

第２節．大気環境の保全、騒音・振動・悪臭対策 

７．騒音・振動概況 

 ⑸ 航空機騒音の概況 

 

⑴ 事業目的 

県内で航空機騒音の影響を受けると考えられる地域は、島根県が設置・管理する出雲空港、石見空港

及び隠岐空港周辺、防衛省が設置・管理（民航共用）する鳥取県の美保飛行場周辺です。 

出雲空港及び美保飛行場については、昭和60年から航空機騒音調査を実施しています。 

航空機騒音に係る環境基準が国において定められており、この基準は、空港周辺地域における航空機

騒音をLden（時間帯補正等価騒音レベル）で評価し、値が57デシベル又は62デシベル以下になるように

するというもので、これを当てはめる地域は知事が指定します。評価指標については、平成19年12月に

環境の告示が一部改正され、平成25年４月からWECPNL（加重等価継続感覚騒音レベル）がLdenに変更に

なりました。 

出雲空港周辺については、都市計画法に基づく用途地域の指定はないものの、航空機騒音から生活環

境を保全すべき地域が存在すると考えられることから、出雲市の一部地域を、地域類型Ⅱ（Lden値62デ

シベル以下）に指定しています。また、美保飛行場周辺については、環境基準は設定していませんが、

島根・鳥取両県知事の申合せで、島根県側で美保飛行場の騒音問題が生じれば、鳥取県から空港へ騒音

対策を求めてもらうことになっています。 

 

⑵ 取組状況 

令和元年度の調査結果は、表１のとおりで、環境基準（美保飛行場については環境基準相当値）を達

成しました。今後も継続して航空機騒音調査を行い、出雲空港周辺の環境基準の達成状況を把握すると

ともに、美保飛行場周辺についても継続して監視します。 

 

表１ 令和元年度航空機騒音調査結果 
空港 調査地点 Lden 

出 雲 空 港 
下新川 51 

新田下 52 

美保飛行場 
宮須（安来市） 46 

遅江（松江市八束町） 38 
 

航空機騒音対策には種々のものがありますが、出雲空港については、すでに発生源対策として優先滑

走路方式（宍道湖側での離着陸）及び騒音軽減運行方式のひとつであるカットバック方式（低推力上昇

方式）が実施されているほか、Lden値62デジベルを超える全住宅に対して防音工事が施されています。 

 

⑶ 参考情報 

島根県ＨＰ（騒音・振動・悪臭） 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kankyo/kankyo/soon_sindo_akushu/ 

所属名 問い合わせ先 

環境政策課 0852-22-6379 

【担当課】 


